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新しい盆栽の楽しみ方、苔玉
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苔玉は、草花や樹木の苗の土のまわりに苔を貼り付け
て作る園芸で、盆栽の楽しみ方の一つとして平成に
なってから流行した比較的新しい楽しみ方です。
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1. 材 料
① 苗（ミニ観葉植物）

 作る苔玉のサイズにもよりますが、手のひらサイズの
苔玉ですと、2号ポット程度が良いかと思います。

② 苔
 苔玉には、よくスナゴケとハイゴケが使われます。
 スナゴケは「乾燥に比較的強く育成しやすく丈夫」、

ハイゴケは「緑が美しい」という特徴があります。

③ 苔玉を置く容器（小皿など）

④ ビニールと細めの銅線（タコ糸等でも代用可）
 豊玉リサイクルセンターの講座は、太さ0.3mm程度の銅線を3ｍ程使用しています。

2

写真はスナゴケ

2号ポットの苗

苗は、園芸店や100均ショップなどで入手
可能です。
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① 容器（小皿など）の中にビニールを敷く

② ビニールの上から容器の中に苔をまんべんなく敷く
 苔は、緑の側を外側（ビニール側）に、土の側を内側に敷きます

③ 苗をポットから取出し、土を丸く握りしめて容器に入れる

2. 作り方
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2. 作り方
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苔に差し込む

④ 苔を苗の土の部分全体に貼り付ける

⑤ ビニールと一緒に苔玉を容器から持ち上げて、再度しっか
りと握りしめたらビニールを取り除く

⑥ 銅線針金の先を苔玉に差し込み、くまなく巻き上げ、最後
は苔玉に差し込む
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① 苔を苗の土

3. 完成
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4. 管理方法
① 水やりは苔が乾いてからたっぷり

 苔の表面が乾いてきたら、苔玉の中に水がしみこむまで
たっぷりと水をかける。

② お皿に水を溜めない
 普段苔玉をお皿に置いておく場合は、お皿に水を溜めな

いように気をつける。苔が腐ったり、植物の根が傷む
原因になる。

③ 真夏の水やりは涼しい時間に
 日中は少々乾いても問題ないので、水は夜か早朝の涼し

い時間帯に与える。
 苗の元気がなくなってきたら、苔を取り外し鉢植え

にして育ててもよい。
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